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マルチエージェントシステムを用いた「世間」におけるいじめのシミュレーションモデル
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　佐藤研究室　宮田　健
)背景と目的
　近年, いじめ問題に対する関心が高まっている. いじめに関する研究は多く行われているが, その多くはいじめの原因を性格や家庭環境などの当事者がもつ特定の要素に求めるものであり, 当事者が属している集団の構造とその構成員間の相互作用に着目した研究は少ない. 
　相互作用を調べる工学的手法にマルチエージェントシミュレーション（以下MAS）がある. MASとは, 複雑系の現象をエージェントの相互作用として分析する手法であり, エージェントにルールを設定することで人工社会を形成することができる. 
　本研究では, いじめ被害者を「同一集団内のエージェントから排除を受けており, かつ, コミュニケーションにストレスを感じている者」と定義し, MASを用いて集団内の人間関係をモデル化し, いじめ被害者が発生する原因を検証する.  
2． いじめのシミュレーションモデルの作成



ID番号で識別された人のエージェントからなる集合を「世間」として定義する. 



また, エージェントからに対する好感度を 

		(1)



の範囲で表し, を除く各エージェントの好感度の平均を世間の評価値として


　	(2)




と表す. このとき, 世間評価値が閾値以上のエージェントを世間の友人集合, 閾値未満のエージェントを世間の滝泰集合に格納する. また, エージェントのコミュニケーションの満足度をストレス値として

			(3)
の範囲で表す. 
各エージェントは, 他のエージェントに対して「尊敬行動」と「軽蔑行動」のどちらかを選択し実行する. 
「尊敬行動」は, 世間の中で評価されているエージェントを話題にすることで世間に同調する行動であり, 「軽蔑行動」は, 世間の中で排除されているエージェントを話題に出すことで世間に同調する行動である. これは, 世間に同調しようと「空気」を読むエージェントの心理を表現しており, 世間の評価値を「空気」として機能させている. 


行動を起こすエージェントとし, 行動の対象になるエージェントをとする. 








「尊敬行動」においては, 世間の友人集合からランダムに1人のエージェントを選び, 及びの値をそれぞれ１加算することでと互いに友好関係を蓄積する. また, 互いに世間と同調できたことを確認し, 互いのストレス値, を１減算する. 










「軽蔑行動」においては, 世間の敵対集合からランダムに1人のエージェントを選び, 及びの値をそれぞれ１減算することでと互いに敵対関係を蓄積する. また, は世間と同調できたことを確認し, 自分のストレス値を1減算する. は排除を受けたことを感じ, を１加算する.








これら２つの行動はともに世間の評価値を基準に対象を選択しており, 「世間」の意見に則したものであるため, の世間内の評価が高まり, ストレスも低下する. を除く他のエージェントのに対する好感度をそれぞれ１加算し, のストレス値を減算する.

3． シミュレーションの結果と考察


シミュレーションを行った結果, 世間の敵対集合に選択されているエージェントの数によって6種類の人間関係のパターンが発生した. 図1から図6にその結果を示す. 

結果が6パターンに限定された理由は, 行動の対象選択に世間評価値を利用しているため, エージェントの行動が制限されたことが挙げられる. 






また, いじめ被害者の存在が確認されたものは, , ,の時であり, , の時は他のエージェントから排除を受けたことによりストレスを感じているエージェントは確認できなかった. 

また, 図7, 8に示すようにの場合において, 3人の排除対象の中から1人もしくは2人のエージェントがいじめ被害者として選ばれる結果が示された. このことから集団とのコミュニケーションにより, 複数の排除者の中からいじめ被害者がスケープゴートとして選びだされることが明らかになった. 
[image: ]


図1：の時の終了状態　　　図2：の時の終了状態
[image: ]


図3：の時の終了状態　　　図4：の時の終了状態
[image: ]


図5：の時の終了状態　　　　図6：の時の終了状態
[image: ]




　図7：の時のの推移　　図8：の時のの推移
4． まとめ
　本研究では, 日本特有の「世間」と同調するコミュニケーションをモデル化し, いじめが発生するメカニズムを可視化した. その結果, 集団とのコミュニケーションにより, 複数の排除者の中からいじめ被害者がスケープゴートとして選ばれる現象が確認された. 
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